
≪　大雨に関する気象情報　≫
※参考～気象庁資料

≪　特別警報が発表されたら…　≫

☞　特別警報の発表は、重大な危険が差し迫った異常事態を意味します。
　　ただちに命を守るための最善の行動をとってください。
　　避難のため外に出るのが危険な場合は、屋内の少しでも安全な場所へ！

※　周囲の状況に応じた冷静な判断が大切です。
　　落ち着いて身の安全を確保できる行動を！

≪　救助が必要な場合は　≫

大雨による重大な土砂災害や浸水害が発生するおそれがあるとき
特に警戒すべき事項は、
　◎「大雨警報（土砂災害）」
　◎「大雨警報（浸水害）」
　◎「大雨警報（土砂災害・浸水害）」
のように括弧書きで表示されます。

雨が止んでも、これまでに降った雨で重大な土砂災害などの危険が残って
いる場合、発表は継続されます。

大雨警報

河川上流での大雨による下流の増水で重大な洪水害の発生が予想されるとき

※洪水害　～◎河川の増水、氾濫・堤防の損傷、決壊
　　　　　　◎これらによる重大な浸水害

☆台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想されるとき

☆数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想
　されるとき

特に警戒すべき事項は、警報と同様に
　◎「大雨特別警報（土砂災害）」
　◎「大雨特別警報（浸水害）」
　◎「大雨特別警報（土砂災害・浸水害）」
のように括弧書きで表示されます。

雨が止んでも、これまでに降った雨で重大な土砂災害などの危険が著しく
大きい場合、発表は継続されます。

大雨特別警報

洪水警報

河川上流での大雨による下流の増水で洪水害の発生が予想される場合

※洪水害　～河川の増水・堤防の損傷、それらによる浸水害
洪水注意報

大雨による土砂災害や浸水害が発生するおそれがあるとき

雨が止んでも、これまでの降雨で土砂災害などの危険が残っている場合、
発表は継続されます。

大雨注意報

気象情報 発　表　基　準　と　内　　容


